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津
軽
弘
前
藩
の
武
芸
㈲

1

資

料

紹

介

目

寺
山
家
所
蔵
武
芸
関
係
古
文
書
等

相

次

ま
え
が
き

古
文
書
目
録

(稿
)

一
覧

二

起
請
文
'
富
田
流
演
武
高
覧
控
帳
､
門
人
帳
等

二
'
富
田
流
太
刀

(勧
術
)

三
'
富
田
流
棒

四
､
林
崎
新
夢
想
流
居
合

五
'
宝
蔵
院
流
十
文
字
培

六
'
小
笠
原
流
諸
礼

七
'
馬
術

八
'
勧
術

九
'
弓
術

十
'
そ
の
他
の
武
芸
文
書

十

二

書
状

太

田

尚

充



十
二
'
冊
子
本

(藷
記
録
等
)
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十
三
'
小
太
刀
'
印
章
そ
の
他
の
遺
品

あ
と
が
き

ま

え

が

き

本
学
教
養
部
『
文
化
紀
要

』
第
二
十
四
号
の
拙
稿

｢
津
軽
弘
前
藩
の
武
芸
㈲
｣
の

｢
あ
と
が
き
｣
に
､
｢弘
前
藩
に
お
け
る
当

田
流
が

盛
ん
で
あ
り
､
か
つ
'
そ
れ
だ
け
門
弟
数
も
多
く
､
そ
の
子
孫
も
居
ら
れ
る
と
思
う
の
に
'
個
人
所
蔵
の
伝
書
類
に
接
す
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ

っ
た
｡
散
逸
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
､
こ
の
探
索
が
今
後
の

課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｡
｣
と
書
い
た
｡

こ

の
度
'
幸
運
に
恵
ま
れ
'
個
人
所
蔵
の
､
し

∵二
r･.･r.
_-ド

か
も
｢

苫
田
流
｣

楠
伝
正
統
に
か
か
わ
る
数

多
く
の
伝
書
等
に
接
し
､
年
来
の
希
望
を
満

た
す
こ
と
が

で
き
た
｡
ひ
と
え
に
､
所
蔵
者

ユ
㌧∵
∵
い

寺
山
龍
夫
氏
.
(

故
人
'
旧
姓
浅
利
)
夫
人

･

寺
山
春
子
氏
の
ご
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡

故
寺
山
龍
夫
氏
は
､
弘
前
藩
の
生
ん
だ
屈

(L'だ
よ
_J
)
正
_

指
の
武
芸

者

･
浅
利
伊
兵
衛
均
禄
の
後
胤

に

写真(1) 弘前市武徳殿で当田流太刀の型を演ずろ

故寺山龍夫氏 (昭和41年3月)
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あ
た
る
｡
伊
兵
衛
均
禄
は
'
弘
前
藩

｢嘗
田
流
太
刀

(鈎
術
)
｣

｢苫
田
流
棒
｣
｢
林
崎
新
夢
想
流
居
合
｣
等
の
初
代
も
し
-
は
流
儀
継
東

者
で
あ
り
'
故
龍
夫
氏
は
'
こ
れ
ら
流
儀
の
継
東
者
と
し
て
実
質
上
の
最
後
の
人
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
｡
同
時
に
'
流
儀
に
関
す
る

伝
書
類
も
継
東
L
t
他
の
武
芸
関
係
古
文
書
も
浅
利
家
に
関
す
る
古
文
書
'
諸
記
録
'
遺
品
等
と
と
も
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
｡
そ
し
て
同

氏
亡
き
後
は
'
泰
子
夫
人
に
よ

っ
て
す
べ
て
大
切
に
保
管
さ
れ
今
日
に
至

っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

昭
和
六
十

一
年
五
月
六
日
よ
り
'
ご
当
家
の
願
い
も
あ
り
こ
れ
ら
の
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
る
古
文
書
等
の
分
類
整
理
に
当
り
'
写

真
撮
影

･
複
写
等
の
作
業
を
繰
り
返
し
続
け
て
き
た
｡
古
文
書
等
の
分
類
整
理
と
い
う
作
業
は
'
筆
者
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
'

こ
の
作
業
の
過
程
で
己
れ
の
学
問
的
未
熟
さ
に
悩
ま
さ
れ
も
し
た
が
'
意
を
決
し
て
順
次
発
表
し
て
い
-
こ
と
に
し
た
｡

今
回
は
'
と
く
に
武
芸
に
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
古
文
書
等
の
目
録
を
紹
介
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
が
'
こ
の
目
録
に
お
い
て
も
今
後

さ
ら
に
追
加
や
訂
正
も
あ
り
得
る
と
考
え
'
｢
目
録
｣
に
あ
え
て

(稿
)
の

一
字
を
加
え
'
｢
目
録

(稿
)
｣
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
｡

江

川
｢
嘗
田
流

｣
の
読
み
方
に
つ
い
て
｡
『
文
化
紀
要
』
第
二
十
四
号
の
拙
稿

｢津
軽
弘
前
藩
の
武
芸
㈲

｣
で
は
'
七
〇
貢
に

｢
と
だ
｣
と
振

り
仮
名
を
し
た
｡
理
由
は
'
綿
谷
雪

･
山
田
忠
攻
讐

如

武
芸
流
派
大
事
典
』
(昭
五
三
'
東
京
｡
ピ
ー
出
版
部
)
六
四
〇
頁
に
'
｢富
田
流
｣

に

｢
と
だ
｣
と
振
り
仮
名
を
し
て
い
る
こ
と
'
列
他
流
'
戸
田
流
に
関
係
が
深
い
こ
と
'
ま
た
'
笹
間
良
彦
著
『
川
,吐
日
本
武
道
辞
典
』
(昭
五

七
･
二

'
柏
書
房
)
五
一
四
～
五
二
ハ
頁
に
お
け
る

｢富
田
流
｣
に
関
す
る
諸
記
述
等
か
ら
の
推
察
に
よ
る
｡

し
か
し
'
寺
山
龍
夫
記
『
富
田
流
太
刀
之
型
･
由
来

･
型
目
録

･
継
承
者
』
(昭
四
一
･
三
･
八
)
で
は

｢
と
う
だ
｣
と
読
ま
せ
て
い
る
の
で

今
回
は
こ
れ
に
従
っ
た
｡

(ひ
ろ
し
け
)

囲
寺
山
龍
夫
｡
浅
利
八
郎
均
虎
の
子
浅
利
大
重
の

次
男

(兄

･
重
堆
､
弟

･
健
三
)
と
し
て
'
大
正
五
年
六
月
八
日
､
青
森
県
東
津
軽
郡
穐
内

村
古
川
の
鉄
道
院
官
舎

(父
大
重
は
国
鉄
職
員
で
あ
っ
た
｡
)
で
出
生
｡
本
籍
弘
前
市
森
町
八
番
地
｡
昭
和
二
十
四
年
八
月
十
六
日
寺
山
家
養
千

と
し
て
入
籍
｡
昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
六
日
病
没
｡
生
前
'
堀
越
中
学
校
'
石
川
中
学
校
'
弘
前
市
立
第

一
中
学
校
教
員

(教
頭
)
と
し
て

歴
任
'
(昭
和
四
七
･
三
､
勧
奨
退
職
)
当
田
流
太
刀
･
同
流
棒
'
林
崎
新
夢
想
流
居
合
を
関
彦
四
郎
に
つ
い
て
修
得
す
る
｡
昭
和
四
十
一
年
三

月
十
日
'
当
田
流
太
刀
を
青
森
県
無
形
文
化
財
に
申
請
し
た
が
許
可
に
な
ら
な
か
っ
た
｡
墓
は
弘
前
市
京
徳
寺
に
あ
る
｡
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佃
浅
利
伊
兵
衛
均
禄
｡
浅
利
五
郎
左
衛
門
の
子
と
し
て
明
暦
二
年

(
1
六
五
五
)
出
生

(逆
算
推
定
)
｡
寛
文
二
年

(
l
六
七
〇
)
八
月
家
督
相

続
｡
天
和
二
年

(
一

四
年

(
一
六
九

一
)

享
保
三
年

(
一
七

一

武
芸
修
行
経
歴
'

1
'
当
田
流
太
刀
'

六
八
二
)
八
月
寄
合
'
二
百
石
｡
元
禄
元
年

(
一
六
八
八
)
十
月
十
五
日
無
調
法
の
た
め
身
上
召
し
上
げ
ら
れ
る
｡
元
禄

四
月
十
六
日
武
者
修
行
の
た
め
弘
前
出
立
｡
同
年
開
八
月
晦
日
弘
前
下
着
｡
正
徳
元
年

(
一
七

八
)
十
月
二
十
五
日
病
死
｡
六
十
二
歳
｡
戒
名
無
庵
幽
生
居
士
｡
墓
は
弘
前
市
京
徳
寺
に
あ
る
｡

概
ね
次
の
通
り
で
あ
る
｡

延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)
七
月
二
十
五
日
免
許
'
同
八
年

(
一
六
八
〇
)
印
可
｡

)
八
月
再
び
出
仕
｡

2
'
当
田
流
棒
'
延
宝
八
年

(
一
六
八
〇
)
九
月
十
五
日
印
可
｡

3
'
宝
蔵
院
流
十
文
字
鑓
'
天
和
二
年

(
一
六
八
二
)
八
月
十
五
日
印
可
｡

4
'
小
笠
原
流
諸
礼
'
宝
永
二
年

(
一
七
〇
五
)
八
月
印
可
｡

5
'
石
堂
竹
林
流
弓
術
'
元
禄
四
年

(
一
六
九

一
)
印
可
｡

6
'
雪
荷
流
弓
術
'
享
保
二
年

(
一
七

一
七
)
印
可
｡

7
'
林
崎
新
夢
想
流
居
合
'
享
保
元
年

(
一
七

一
六
)
八
月
五
日
印
可
｡

そ
の
他
'
伊
兵
衛
均
禄
に
つ
い
て
は
'
本
紀
要
第
二
十
二
号
'
拙
稿

｢
津
軽
弘
前
藩
の
武
芸

川｣
六

l
貢
の
注

3参
照
さ
れ
た
い
｡

古
文
霊
等
日
韓

(
稿
)

一
覧

凡

例

;

冊
子
本
'
巻
子
本
等
の
表
紙
に
題
姦

(隻
)
あ
る
い
は
外
題
が
あ
っ
て
表
題
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
'
そ
の
題
名
を

｢

｣
で

示
し
た
｡

目

｢

｣
の
な
い
題
名
は
'
内
容
そ
の
他
か
ら
推
し
て
仮
り
に
つ
け
た
も
の
で
あ
る
｡

日

破
損
や
虫
害
が
甚
し
く

ど
う
し
て
も
題
名
の
つ
け
難
い
場
合
に
は
題
名
不
詳
と
し
た
｡

囲

体
裁
に
よ
っ
て
'
巻
子
本
'
冊
子
本
'
折
本
'
竪
紙

･
折
紙

･
切
紙
の
四
種
に
分
類
し
た
｡
巻
子
本
に
は
'
表
紙
や
軸
の
失
わ
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れ
て
い
る
も
の
､
あ
る
い
は
始
め
か
ら
軸
の
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
巻
き
紙
の
様
式
の
も
の
ま
で
含
め
た
｡

国

古
文
書

･
記
録
等
の
紙
質
や
縦

･
横
の
大
き
さ
等
､
特
別
の
こ
と
が
な
い
限
り
説
明
は
省
略
し
た
｡
ま
た
､
判
読
不
明
な
文
字

を
口
､
文
中
に
注
の
必
要
な
場
合
は

(

)
で
示
し
た
｡

｢

起
請
文
､
嘗
田
流
演
武
高
覧
捷
帳
､
門
人
帳
等

1
､
当
田
流
起
請
文

竪
紙

元
禄
六
年

(
一
六
九
三
)
四
月
晦
日
､
櫛
引
伊
右
衛
門
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
の
起
請
文
｡

2
､
弓
術
起
請
文

巻
子
本

元
禄
七
年

(
一
六
九
四
)
二
月
十

一
日
か
ら
正
徳
二
年

(
一
七

二

一)
六
月
十
二
日
ま
で
十
六
人
の
連
署
に
よ
る
浅
利
伊

兵
衛
あ
て
の
起
請
文
｡

3
､
当
田
流
起
請
文

巻
子
本

嘉
永
七
年

(
一
八
五
四
)
正
月
､
四
十
八
人
の
連
署
に
よ
る
浅
利
万
之
助
あ
て
の
起
請
文
｡

4
､
富
田
流

(太
刀
･
棒

･
管
鑓
)
演
武
高
覧
の
控
帳

冊
子
本

(横
長
)

正
徳
五
年

(
一
七

一
五
)
三
月
六
日
､
浅
利
伊
兵
衛
が
門
弟
と
共
に
演
武
し
た
と
き
の
控
帳
｡
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5
'

｢富
田
嫡
侍
流
人
教
付
帳
｣

冊
子
本

(横
長
)

享
保
十

一
年

(
一
七
二
六
)
八
月
'
浅
利
万
之
助
が
門
弟
と
共
に
演
武
し
た
と
き
の
控
帳
｡

6
'

｢富
田
流
鋤
術

･
林
崎
新
夢
想
流
居
合
｣
門
人
帳

冊
子
本

安
永
五
年

(
一
七
七
六
)
か
ら
天
保
十
五
年

(
一
八
四
四
)
に
至
る
門
人
帳
｡

7
'

｢名
簿
帳
｣

冊
子
本

明
治
二
十
七
年

(
一
八
九
四
)
十

1
月
か
ら
明
治
四
十
四
年

(
1
九

二

)
に
至
る
当
田
流
入
門
帳
｡

8
'

｢身
分
明
細
表
｣

冊
子
本

浅
利
八
郎
及
び
八
郎
の
祖
父
'
父
'
嗣
子
'
弟
等
の
住
所
'
生
年
月
日
等
を
記
載
し
て
い
る
｡
｢警
察
本
部
｣
の
公
用
紙

を
使
用
｡

9
'

｢
型
名
薄
｣

冊
子
本

大
正
四
年

(
一
九

一
五
)
十

一
月
の
型
演
武
老
氏
名
｡

10
'

｢苫
田
流
塑
名
簿
｣

冊
子
本

大
正
五
年

(
7
九

一
六
)
十

一
月
の
型
演
武
老
氏
名
｡
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H
t

｢記
｣

冊
子
本

大
正
八
年

(
一
九

l
九
)
六
月
六
日
､
浅
利
八
郎
に
よ
る
当
田
洗
顔
術

･
林
崎
新
夢
想
流
居
合
の
型
の
名
称
と
保
管
し
て

い
る
博
吉
目
録
等
の
覚
書
｡

12
'

｢定
｣

切
紙

富
田
流
廟
術

･
林
崎
新
夢
想
流
居
合
の

｢禁
制
｣
に
関
す
る
覚
書
｡

附

｢嘗
田
流
太
刀
型
･由
来
･型
目
録
･継
承
者
｣

冊
子
本

昭
和
四
十

一
年

(
一
九
六
六
)
三
月
八
日
'
寺
山
龍
夫
に
よ
る
覚
書
｡

二
㌧
苫
田
流
太
刀

(鈎
術
)

｢富
田
流
太
刀
目
録

T
｣

内
題
は

｢富
田
流
太
刀
表
目
録
｣
｡

巻
子
本

延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)
七
月
廿
五
日
'
富
田
甚
五
兵
衛
尉
書
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

2
'

｢苫
田
流
太
刀
目
録

二

｣

内
題
は

｢苫
田
流
太
刀
裏
目
録
｣｡

巻
子
本
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延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)
七
月
廿
五
日
'
苫
田
甚
五
兵
衛
尉
吉
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

3
'

｢富
田
流
太
刀
目
録

三
｣

内
題
は

｢嘗
田
流
太
刀
中
極
目
録
｣｡

巻
子
本

延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)
七
月
廿
五
日
'
富
田
甚
五
兵
衛
尉
吉
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

4
'

｢富
田
流
太
刀
目
録

四
｣

内
題
は

｢富
田
流
太
刀
許
極
意
目
録
｣｡

巻
子
本

延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)
七
月
廿
五
日
'
富
田
甚
五
兵
衛
尉
舌
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

5

｢富
田
流
太
刀
許
之
巻

五
｣

内
題
は

｢富
田
流
太
刀
許
極
意
之
巻
｣
｡

巻
子
本

延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)
七
月
廿
五
日
'
富
田
甚
五
兵
衛
尉
吉
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

最
後
に
'
享
保
十
九
年

(
一
七
三
四
)
十

一
月
二
十
日
､

一
戸
三
之
介
宗
明
よ
り
浅
利
万
之
助
あ
て
の

｢指
南
之
許
状
｣

の
添
え
書
き
が
あ
る
｡

6
㌧

｢苫
田
流
太
刀
虎
口
之
巻

六
｣

内
題
は

｢虎
口
之
巻
｣

巻
子
本
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延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)
七
月
廿
五
日
'
富
田
甚
五
兵
衛
尉
吉
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

ノ
カ
ル

最
後
に
'
享
保
十
九
年

(
一
七
三
四
)
十

一
月
二
十
日
へ
二
戸
三
之
介
宗
明
よ
り
浅
利
万
之
助
あ
て
の

｢此

一
巻
所
授レ

其
身

一
生
之
守
護
也

御
免
相
不
可
取
扱
者
也
｣
の
添
え
書
き
が
あ
る
｡

レ
二

】

7
'

｢富
田
流
太
刀
許
時
供
物
之
巻
｣

巻
子
本

内
題
は

｢苫
田
流
太
刀
許
之
時
備
壇
上
侯
供
物
之
事
｣

延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)
七
月
十

l
日
'
富
田
甚
五
兵
衛
尉
吉
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

8
'

｢富
田
流
太
刀
病
博
之
巻
｣

巻
子
本

内
題
は

｢嘗
田
流
嫡
博
之
巻
｣

延
宝
八
年

(
一
六
八
〇
)
九
月
十
五
日
'
苫
田
半
兵
衛
尉
吉
正
の
朱
印

･
花
押
は
あ
る
が
あ
て
名
は
な
い
｡

9
'

｢富
田
流
太
刀
印
可
之
巻

〓

巻
子
本

内
題
は

｢
返
起
請
文
之
事
｣

延
宝
八
年

(
一
六
八
〇
)
九
月
十
五
日
'
苫
田
半
兵
衛
の
花
押

(朱
印
な
し
)
が
あ
る
｡

10
'
富
田
流
太
刀
目
録
六
本
ノ
写

巻
子
本

表
に

｢苫
田
流
太
刀
目
鐘
六
本
ノ
写

門
弟
へ
う
つ
さ
せ
侯
時
入
用
也
｣
と
の
記
載
が
あ
る
｡
目
録
の
書
き
方
を
示
し
'
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｢宝
永
二
年
(
一
七
〇
五
)
｣
八
月
廿
九
日
の
目
附
が
あ
る
｡
｢
目
録
六
本
｣
と
は

｢
表
目
録

二

か
ら

｢虎
口
之
巻
六
｣
ま

で
の
六
巻
を
指
し
て
い
る
｡
浅
利
伊
兵
衛
が
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

1I
t
富
田
流
太
刀
目
録

一

巻
子
本

内
容
は

｢苫
田
流
太
刀
表
目
録
'
同
裏
目
録
､
同
中
極
目
録
'
同
許
極
意
目
録
｣
｡

浅
利
万
之
助
よ
り
神
茂
左
衛
門
あ
て
｡
期
日
､
朱
印

･
花
押
が
な
く
'
控
と
思
わ
れ
る
｡

12
㌧
苫
田
流
太
刀
目
録

二

巻
子
本

内
容
は

｢嘗
田
流
太
刀
許
極
意
之
巻
'
虎
口
之
巻
｣
｡

浅
利
万
之
助
よ
り
神
茂
左
衛
門
あ
て
｡
期
日
'
朱
印

･
花
押
が
な
く
'
控
と
思
わ
れ
る
｡

13
'
苫
田
流
太
刀
表
目
録

巻
子
本

天
保
九
年

(
一
八
一二
八
)
二
月
吉
日
'
戸
田
行
左
衛
門
定
最
よ
り
戸
田
八
十
八
あ
て
｡
浅
利
伊
兵
衛
の
高
弟
成
田
兵
右
衛

門
捻
恒
系
の
伝
書
で
あ
る
｡

14
'
苫
田
流
太
刀
裏
目
録

巻
子
本

内
題
は

｢富
田
流
太
刀
裏
目
録
｣
｡
こ
の
題
名
の
上
に
成
田
兵
右
衛
門
捻
恒
の
朱
印
が
あ
る
｡

天
保
九
年

(
一
八
三
八
)
二
月
吉
日
'
戸
田
行
左
衛
門
定
最
よ
り
戸
田
八
十
八
あ
て
｡
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15
､
富
田
流
太
刀
中
極
目
録

巻
子
本

内
題
は

｢嘗
田
流
太
刀
中
極
目
録
｣
｡
成
田
兵
右
衛
門
総
恒
の
朱
印
が
あ
る
｡

天
保
九
年

(
一
八
三
八
)
二
月
吉
日
､
戸
田
行
左
衛
門
定
最
よ
り
戸
田
八
十
八
あ
て
｡

16
､

｢富
田
流
朝
術
私
手
鑑
｣

折
本

安
永
七
年

(
一
七
七
八
)
十
月
､
浅
利
万
之
助
均
豊
よ
り
永
田
軍
七
あ
て
｡

17
､
富
田
流
解
説
之
書

冊
子
本

安
永
八
年

(
一
七
七
九
)
､

｢藤
原
豊
貫
謹
書
｣
と
あ
る
が
､
あ
て
名
は
な
い
｡
成
田
兵
右
衛
門
総
恒
､
堀

口
安
兵
衛
尉

胤
清
の
系
統
で
あ
る
｡

8
ヽ
1

｢嘗
田
流
太
刀
井
居
合

･
棒
極
位
巻
｣

折
本

浅
利
伊
兵
衛
か
浅
利
万
之
助
均
費
が
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
日
付
の
記
載
は
な
い
｡

三
､
嘗
田
流
樺

｢苫
田
流
棒
目
録

一

｣

内
題
は

｢嘗
田
流
棒
表
之
目
録
｣
｡

巻
子
本
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延
宝
八
年

(
一
六
八
〇
)
九
月
十
五
日
'
苫
田
半
兵
衛
尉
吉
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

2
'

｢苫
田
流
棒
目
録

二

｣

内
題
は

｢富
田
流
棒
裏
之
目
録
｣｡

巻
子
本

延
宝
八
年

(
一
六
八
〇
)
九
月
十
五
日
'
苫
田
半
兵
衛
尉
吉
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

3
'

｢苫
田
流
棒
目
録

三

｣

巻
子
本

内
題
は

｢苫
田
流
棒
極
意
之
巻
｣

延
宝
八
年

(
一
六
八
〇
)
九
月
十
五
日
'
富
田
半
兵
衛
尉
吉
正
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
の
許
状
｡

4
'
苫
田
流
棒
目
録

一

内
容
は

｢富
田
流
捧
衰
之
巻
｣｡

巻
子
本

正
徳
五
年

(
一
七

一
五
)
十

一
月
三
日
'
浅
利
伊
兵
衛
均
禄

(朱
印

･
花
押
)
と
あ
る
が
'
あ
て
名
の
部
分
は
切
れ
て
い

る
｡

5
'
苫
田
流
棒
目
録

一

巻
子
本

内
題
は

｢富
田
流
棒
衰
之
目
録
｣
｡

I;･:･,

正
徳
五
年

(
一
七

一
五
)
十

一
月
三
日
'

二
戸
参
之
助
宗
明
よ
り
浅
利
寓
之
助
あ
て
｡
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6
㌧
苫
田
流
棒
目
録

二

巻
子
本

内
題
は

｢富
田
流
棒
裏
之
目
録
｣
｡

∴
∴
･.

正
徳
五
年

(
l
七

1
五
)
十

l
月
三
日
'
あ
て
名
の
部
分
が
切
れ
て
い
る
が

二
戸
参
之
助
宗
明
よ
り
浅
利
寓
之
助
あ
て
｡

7
'
苫
田
流
棒
目
録

三

巻
子
本

本
文
の
先
の
部
分
が
切
れ
て
い
る
が
'
内
容
は

｢嘗
田
流
棒
極
意
之
巻
｣｡

I:･;･l

正
徳
五
年

(
一
七

一
五
)
十

一
月
三
日
'

一
戸
参
之
助
宗
明
よ
り
浅
利
寓
之
助
あ
て
｡

8
'
苫
田
流
棒
目
録

二

内
容
は

｢苫
田
流
棒
裏
之
目
録
｣
｡

巻
子
本

寛
保
元
年

(
l
七
四
l
)
左
藤
伊
兵
衛
よ
り
赤
田
‖
助
あ
て
｡
伝
系
は
富
田
甚
五
兵
衛
1

木
村
長
八
長
盛
-

佐
藤
伊

右
衛
門
忠
清
1

乳
井
武
明
建
明
1

左
藤
伊
兵
衛
と
な
っ
て
い
る
｡

9
'
苫
田
流
棒
目
録

巻
子
本

内
容
は

｢苫
田
流
棒
表
之
目
録
'
同
裏
之
目
録
'
同
極
意
之
巻
｣
を

一
本
に
ま
と
め
た
も
の
｡

寛
政
六
年

(
一
七
九
四
)
戸
田
与
左
衛
門
よ
り
戸
田
丈
之
助
あ
て
｡
伝
系
は
嘗
田
半
兵
衛
-

浅
利
伊
兵
衛
-

斉
藤
弥

五
兵
衛
-

戸
田
茂
兵
衛
～

戸
田
与
左
衛
門
と
な
っ
て
い
る
｡
朱
印

･
花
押
は
な
い
｡



94

四
､
林
崎
薪
夢
想
流
居
合

1
､

｢
居
合
向
之
次
第

〓

巻
子
本

内
題
は

｢向
次
第
｣｡
常
井
菩
兵
衛
尉
直
則
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
伝
系
は
林
崎
甚
助
重
信
-

田
宮
平
兵
衛
照
常
-

-
長
野
無
楽
斎
模
竿

-
1
宮
左
太
夫
昭
信
-

谷
中
左
衛
門
季
正
-

常
井
喜
兵
衛
と
な
っ
て
い
る
｡
日
付
'
朱
印

･
花

押
は
な
い
｡

2
'

｢
居
合
右
身
之
次
第

二

｣

巻
子
本

内
題
は

｢右
身
之
次
第
｣
｡
以
下
は
右
と
同
じ
｡

3
'

｢
居
合
左
身
之
次
第

三

｣

巻
子
本

内
題
は

｢左
身
之
次
第
｣｡
以
下
は
右
と
同
じ
｡

て
)の
J'1の
一

4
､

｢
居
合
外
物
次
第

四
｣

巻
子
本

内
題
は

｢
外
物
次
第
｣
｡
以
下
は
右
と
同
じ
｡

5

､

｢
居
合
外
物
次
第

五
｣

巻
子
本

内
題
は

｢外
物
次
第
｣
｢高
上
極
意
之
巻
｣
｡
伝
系
は
右
と
同
じ
あ
る
が
､
浅
利
伊
兵
衛
に
続
い
て
浅
利
万
之
助
均
費
1
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浅
利
金
五
郎
あ
て
と
な
っ
て
い
る
｡
日
付
'
朱
印

･
花
押
は
な
い
｡

6
'

｢
居
合
秘
歌
之
巻

六
｣

巻
子
本

内
題
は

｢秘
歌
之
大
事
｣｡
以
下
は

｢
向
次
第
｣
と
同
じ
｡

7
'

｢均
禄
夢
想
居
合

極
意
之
巻
｣

巻
子
本

内
題
は

｢均
禄
夢
想
居
合
極
意
之
巻
｣
｡
伝
系
を
書
か
ず
'
｢夢
想
之
年
号

延
宝
八
年
申
暦

(
一
六
八
〇
)
九
月
十

一
日

浅
利
伊
兵
衛
均
禄

(朱
印

･
花
押
)
｣
と
記
し
て
い
る
｡
あ
て
名
は
な
-

｢弟
子
中
幕
執
行

尤
人
柄
可
然
人
身
鉢

止
可
侍

授
者
也
｣
と
の
添
え
書
き
が
あ
る
｡

8
'
極
意
相
博
之
巻

巻
子
本

内
容
は

｢極
意
相
博
之
巻
｣
｡
以
下
は

｢向
之
次
第
｣
と
同
じ
｡

9
㌧
居
合
許
印
可
太
刀
心
持
之
事

巻
子
本

内
題
は

｢居
合
許
印
可
太
刀
心
持
之
事
｣｡
日
付
'
伝
系
'
あ
て
名
の
記
載
は
な
い
｡
｢居
合
許
之
書
物
｣
と
し
て

｢
二

(は
か
り
)

向
次
第
之
巻

二
'
右
身
巻

三
㌧
左
身
巻

四
､
外
物
許
巻

五
'
歌
之
巻

六
'
手
錯
巻

外

許
状
是
計
也
｣
を
挙

げ
て
い
る
｡
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10
'
高
上
極
意
夢
想
心
鏡

明
鑑
之
巻

巻
子
本

内
題
は

｢高
上
極
意
夢
想
心
鏡

明
鑑
之
巻
｣
｡

承
応
三
年

(
一
六
五
四
)
十
二
月
'
常
井
喜
兵
衛
の
記
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
､
そ
の
写
本
で
あ
る
｡
次
の
よ
う
な

添
え
書
き
が
あ
る
｡

｢右
老
常
井
喜
兵
衛
夢
想
之
巻

喜
兵
衛
自
筆

ニ
テ
書
記
被
置
侯
ヲ
七
戸
権
右
衛
門

へ
相
侍
被
申
侯

夫
室

冗
禄
十
五
了

年

(
l
七
〇
二
)
八
月
十
六
日
権
右
衛
門
妻
子
衆
ノ
松
山
善
之
壷
へ
相
侍

権
右
衛
門

ハ
右
同
年
二
月
十
四
日
死
亡

善
之

壷
及
末
端
棟
方
嘉
兵
衛
へ
相
博

夫
才
浅
利
伊
兵
衛
居
合
ノ
印
可
不
残
申
請
ノ
書
物
計

ニ
テ
侍
授
事

1
囲
無
之
｣

11
､
居
合
印
可
十
二
用
之
次
第

内
題
は

｢十
二
用
次
第
｣
｡

巻
子
本

享
保
元
年

(
一
七

一
六
)
八
月
五
日
､
棟
方
嘉
兵
衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

12
'
居
合
印
可
五
ケ
之
次
第

内
題
は

｢
五
ケ
次
第
｣｡

巻
子
本

棟
方
嘉
兵
衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
目
付
は

｢
八
月
五
目
｣
と
の
み
記
し
て
い
る
｡

13
､
居
合
印
可
切
刃
之
次
第

内
題
は

｢切
刃
次
第
｣｡
破
損
が
大
き
い
｡
巻
子
本



棟
方
嘉
兵
衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
日
付
は

｢
八
月
五
日
｣
と
の
み
記
し
て
い
る
｡

14
'
居
合
印
可
合
口
之
次
第

内
題
は

｢合
口
次
第
｣｡

巻
子
本

棟
方
嘉
兵
衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
日
付
は

｢
八
月
五
日
｣
と
の
み
記
し
て
い
る
｡

15
'
居
合
印
可
高
上
極
意
之
巻

巻
子
本

破
損
が
大
き
い
が
'
内
容
は

｢高
上
極
意
之
巻
｣｡

正
徳
五
年

(
一
七

一
五
)
八
月
五
日
'
棟
方
嘉
兵
衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

16
'
居
合
許
印
可
心
持
之
事

内
題
は

｢居
合
許
印
可
心
持
之
事
｣
｡

巻
子
本

正
徳
五
年

(
一
七

一
五
)
八
月
五
日
'
浅
利
伊
兵
衛
が
書
い
た
も
の
｡
あ
て
名
は
な
い
｡

17
'
居
合
向
之
次
第

一

巻
子
本

先
の
部
分
は
切
れ
て
い
る
が
内
容
は

｢向
之
次
第
｣
｡

浅
利
伊
兵
衛
よ
り
八
反
田
宇
右
衛
門
あ
て
｡
日
付
'
朱
印

･
花
押
は
な
-
控
と
思
わ
れ
る
｡



18
'
居
合
右
身
之
次
第

二

巻

子

本

先
の
部
分
は
切
れ
て
い
る
が

内

容

は

｢右
身
之
次
第
｣｡

浅
利
伊
兵
衛
よ
り
八
反
田
宇
右
衛
門
あ
て
｡
以
下
右
と
同
じ
｡

19
'
居
合
左
身
之
次
第

三

内
題
は

｢左
身
之
次
第
｣｡

巻

子

本

浅
利
伊
兵
衛

よ

り
八
反
田
宇
右
衛
門
あ
て
｡
以
下
右
と
同
じ
｡

20
'
居
合
外
物
之
次
第

四

内
題
は

｢外
物
之
次
第
｣
｡

巻

子
本

浅
利
伊
兵
衛
よ

り
八
反
田
宇
右
衛
門
あ
て
｡
以
下
右
と
同
じ
｡

21
'
居
合
外
物
之
次
第

五

巻

子

本

先
の
部
分
は
切
れ
て
い
る
が

内

容

は

｢外
物
之
次
第

五
｣｡

浅

利

伊

兵

衛

よ

り
八
反
田
宇
右
衛
門
あ
て
｡
以
下
右
と
同
じ
｡

22
'
極
意
相
博
之
巻

巻

子

本

浅

利

伊

兵

衛

よ

り
八
反
田
宇
右
衛
門
あ
て
｡
以
下
右
と
同
じ
｡



23
㌧
極
意
相
博
之
巻

巻
子
本

浅
利
伊
兵
衛
よ
り
樋
口
寓
之
助
あ
て
｡
日
付
'
朱
印

･
花
押
は
な
い
0

24
'
居
合
向
之
次
第

一

巻
子
本

浅
利
寓
之
助
均
費
よ
り
西
館
縫
之
助
あ
て
｡
日
付
'
朱
印

･
花
押
は
な
い
｡

25
､
居
合
右
身
之
次
第

二

巻
子
本

浅
利
寓
之
助
均
費
よ
り
西
館
縫
之
助
あ
て
｡

26
､
居
合
左
身
之
次
第

三

巻
子
本

浅
利
寓
之
助
均
費
よ
り
西
館
縫
之
助
あ
て
｡

27
'
居
合
外
物
之
次
第

四

巻
子
本

浅
利
寓
之
助
均
費
よ
り
西
館
縫
之
助
あ
て
｡

28
､
居
合
外
物
之
次
第

五

巻
子
本

浅
利
寓
之
助
均
費
よ
り
西
館
縫
之
助
あ
て
｡
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29
'
極
意
相
博
之
巻

巻
子
本

浅
利
寓
之
助
均
費
よ
り
西
館
縫
之
助
あ
て
｡

30
'
居
合
外
物
之
次
第

五

巻
子
本

寛
保
二
年

(
一
七
四
二
)
十
二
月
吉
日
'
藤
田
八
郎
左
衛
門
よ
り
成
田
左
次
兵
衛
あ
て
｡
伝
系
は
浅
利
伊
兵
衛
1

田
中

惣
右
衛
門
治
苧

-
藤
田
八
郎
左
衛
門
｡

浅
利
伊
兵
衛
よ
り
樋
口
弥
三
郎
あ
て
｡

31
'
題
名
不
詳

巻
子
本

32
'
居
合
指
南
許
状

竪
紙

正
徳
五
言
歳

(
1
七

一
五
)
十

一
月
十
六
日
'
浅
利
伊
兵
衛
尉
均
禄
よ
り
今
弥
五
郎
あ
て
｡

33
'
居
合
指
南
許
状

竪
紙

延
享
元
宮
年

(
l
七
四
四
)
四
月
十
五
日
､
浅
利
万
之
助
均
費
よ
り
佐
和
市
之
壷
あ
て
｡

34
'
居
合
指
南
許
状

竪
紙

延
享
四
扉
年

(
1
七
四
七
)
四
月
三
日
'
浅
利
万
之
助
均
費
よ
り
浅
利
金
五
郎
あ
て
｡



35
､

｢十
二
用
次
第
｣

巻
子
本

伝
系
｡
林
崎
甚
助
重
信
-

田
宮
平
兵
衛
照
常
-

長
野
無
楽
斎
模
零
-

一
宮
左
太
夫
照
信
-

谷
中
左
衛
門
季
正
-

1
常
井
喜
兵
衛
直
別
-

津
軽
玄
蕃
殿
と
な

っ
て
い
る
｡
日
付
､
朱
印

･
花
押
は
な
い
｡

6
ヽ
3

｢
五
ケ
次
第
｣

伝
系
そ
の
他
へ
右
と
同
じ
｡

巻
子
本

7
ヽ
3

｢切
刃
次
第
｣

伝
系
そ
の
他
へ
右
と
同
じ
｡

巻
子
本

8
ヽ
3

｢合
口
次
第
｣

伝
系
そ
の
他
'
右
と
同
じ
｡

巻
子
本

9
ヽ
3

｢外
物
次
第
｣

伝
系
そ
の
他
'
右
と
同
じ
｡

巻
子
本

目
録
内
容

｢取
違
'
寄
足
､
寄
身
'
懸
墳
挺
'
逆
手
'
胸
刀
'
逆
頭
上
｣

o
ヽ
4

｢外
物
次
第
｣

巻
子
本
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伝
系
そ
の
他
､
右
と
同
じ
｡

目
録
内
容

｢頂
上
､
切
先
廻
'
二
万
詰
､
糸
車
切
留
､
柄
取
'
直
刀
､
大
嵐
､
小
嵐
､
目
付
抜
､
鉄
放
､
四
方
話
､
向
大

脇
指
､
同
大
脇
指
､
左
右
大
脇
指
'
向
立
合
大
脇
指
'
同
立
合
大
脇
指
'
下
刀
｣

41
'

｢歌
之
巻
｣伝
系
そ
の
他
'
右
と
同
じ
｡

巻
子
本

42
､
左
身
次
第

巻
子
本

浅
利
万
之
助
均
費
よ
り
佐
和
市
之
垂
あ
て
｡
目
付
､
朱
印

･
花
押
は
な
い
｡

五
､
宝
意
院
流
十
文
字
種

1
､
宝
蔵
院
流
名
目
録

巻
子
本

延
宝
四
年

(
一
六
七
六
)
九
月
十
五
日
'
高
田
儀
兵
衛
尉
正
茂
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

2
､
宝
蔵
院
流
十
文
字
鑓

巻
子
本

延
宝
五
年

(
一
六
七
七
)
七
月
吉
日
､
高
田
儀
兵
衛
正
茂
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
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3
'

｢
宝
蔵
院
流
十
文
字
鑓
許
巻
三
｣

巻
子
本

天
和
二
年

(
一
六
八
二
)
八
月
十
五
日
'
高
田
儀
兵
衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

4
､

｢
宝
蔵
院
流
紅
之
書
｣

巻
子
本

元
禄
十
四
年

(
一
七
〇
一
)
十

一
月
書
目
､
楼
庭
又
右
衛
門
成
美
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

5
'
宝
蔵
院
流
印
可
之
書

巻
子
本

宝
永
元
年

(
一
七
〇
四
)
十
二
月
十
三
日
'
模
庭
又
右
衛
門
成
美
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

6
'
宝
蔵
院
流
名
目
録

巻
子
本

浅
利
伊
兵
衛
よ
り
樋
口
弥
三
郎
あ
て
｡
目
付
は
な
い
が
次
の
添
え
書
き
が
あ
る
｡

｢年
号
月
日

書
判

朱
印

是

ハ
歌
之
書

♂
一
年
も
半
年
も
凡
而
は
や
く
す
べ
し

弟
子
成
月
日
こ
し
て
も
よ
し

二

巻
と
も
こ
仕
合

二
人
よ
し

出
す
べ
し
｣

7
'
宝
蔵
院
流
許
巻

巻
子
本

(マ
マ
〕

延
享
四
年

(
一
七
四
七
)
､
高

二
二
之
介
宗
明
よ
り
岩
測
千
治
郎
あ
て
｡

8
'

｢
宝
蔵
院
流
許
巻
｣

巻
子
本
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宝
暦
四
年

(
一
七
五
四
)
九
月
吉
日
'
佐
野
吾
郎
兵
衛
正
辰
よ
り
浅
利
万
之
助
あ
て
｡

9
㌧
宝
蔵
院
流
十
文
字
鎌

巻
子
本

伝
書
と
い
う
よ
り
解
説
の
書
｡
｢享
保
二
年

(
一
七

一
四
)
八
月
吉
祥
日

記
之
｣
と
あ
る
が
､
氏
名
の
記
載
は
な
い
｡

10
㌧
題
名
不
詳

巻
子
本

慶
安
四
年

(
一
六
五

一
)
二
月
九
日
､
高
田
平
石
衛
門
正
量
よ
り
唐
牛
兵
九
郎
あ
て
｡
尽
心
流
槍
術
ま
た
は
宝
蔵
院
流
十

文
字
錦
と
思
わ
れ
る
｡
和
歌
三
首
が
あ
る
｡

六
､
小
笠
原
流
諸
礼

1
､

｢幕

一
流
之
書
｣

巻
子
本

延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)
卯
月
吉
日
'
横
山
嘉
右
衛
門
武
基
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

伝
系

小
笠
原
大
膳
太
夫
長
時
-

同
右
近
太
夫
貞
慶
-

小
池
甚
之
垂
貞
成
-

岩
間
七
兵
衛
玄
之
-
･-
鹿
瀬
三
左
衛

門
吉
苧

-
三
好
五
郎
左
衛
門
貞
成
-

横
山
嘉
右
衛
門
武
基
｡

2
'

｢朕
方
百
ケ
候
許
之
目
録
｣

巻
子
本



3
'
題
名
不
詳

巻
子
本

御
膳
の
国
が
あ
る
｡

矢
の
図
が
あ
る
｡

脚
当
等
具
足
の
図
が
あ
る
｡

幕
の
図
が
あ
る
｡

虫
害
が
甚
し
-
判
読
困
難
｡

虫
害
が
甚
し
-
判
読
困
難
｡

4
'
題
名
不
詳

巻
子
本

5
'
題
名
不
詳

巻
子
本

6
'
題
名
不
詳

巻
子
本

7
'
題
名
不
詳

巻
子
本

8
'
題
名
不
詳

巻
子
本



6

9
'
題
名
不
詳

01

虫
害
が
甚
し
-
判
読
困
難
｡

箱
の
図
が
あ
る
｡

10
'
題
名
不
詳

11
'
題
名
不
詳
｡虫
害
が
甚
し
-
判
読
困
難
｡

鷹
の
図
が
あ
る
｡

12
'
題
名
不
詳

3
ヽ
1

｢表
威
綻
之
書
｣

4
ヽ
1

巻
子
本

巻
子
本

巻
子
本

巻
子
本

巻
子
本

元
禄
五
年

(
1
六
九
二
)
十
二
月
吉
祥
日
､
横
山
嘉
右
衛
門
武
基
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
(
こ
の
書
は

r*
田
田
流
太
刀
｣

の
博
書
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
｡
)

｢誕
生
委
員
之
巻
｣

巻
子
本

元
禄
五
年

(
一
六
九
二
)
十
二
月
吉
祥
日
､
横
山
嘉
右
衛
門
武
基
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡



15
'
嘗
家
執
箭
之
次
弟

巻
子
本

宝
永
二
年

(
一
七

〇
五
)
八
月
吉
祥
日
'
横
山
嘉
右
衛
門
武
基
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

右
と
同
じ
｡

16
'
題
名
不
詳

巻
子
本

17
､

｢書
礼
之
巻
｣

巻
子
本

延
宝
三
年

(
一
六
七
五
)
四
月
書
目
'
横
山
嘉
右
衛
門
武
基
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

右
と
同
じ
｡

(1j･一
指
物
の
竿
の
図
が

あ
る
｡

18
'
題
名
不
詳

巻
子
本

19
'
題
名
不
詳

巻
子
本

右
と
同
じ
｡

水
師
之
棚
'
棚
置
物
'
衣
桁
之
次
第
'
貝
桶
之
次
第
の
内
題
が
あ
る
｡
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七
､
馬
術

工

人
見
流
馬
術
曲
駄
馬
之
次
第

一
疋
書

巻
子
本

寛
文
十
二
年

(
一
六
七
二
)
へ
小
野
寺
弥
五
左
衛
門
に
よ
る
｡
た
だ
し
朱
印

･
花
押
は
な
-
'
あ
て
名
も
記
さ
れ

て
い
な

○ヽ
し

伝
系

常
陸
国
住
人
見
態
之
助
宗
次
-

出
羽
国
住
瀧
六
右
衛
門
親
定
1

三
浦
国
住
小
嶋
孫
右
衛
門
吉
久
-

三
浦
国

住
天
野
甚
兵
衛
重
利
-

武
蔵
国
住
山
岡
三
左
衛
門
景
成

小
野
寺
弥
五
左
衛
門
｡
以
下
2
-
6
ま
で
同
じ
｡

2
'
人
見
流
馬
術

一
二
三
疋
書

巻
子
本

3
'
人
見
流
馬
術
曲
駄
馬
之
次
第

巻
子
本

4
'
人
見
流
馬
術
三
鉢
四
血
五
生
之
書

巻
子
本

5
'
人
見
流
馬
術
曲
鉢
破
之
次
第

巻
子
本

6
'
人
見
流
馬
術

｢
四

無
明
之
巻
｣

巻
子
本
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7
'
題
名
不
詳

(人
見
流
)

巻
子
本

8
'

｢飯
鋼
流
軍
馬

上
｣

巻
子
本

寛
文
五
年

(
一
六
五
五
)
九
月
吉
日
'
長
牛
新
左
衛
門
正
忠
よ
り
唐
牛
八
郎
左
衛
門
あ
て
｡

八
､
勧
術

｢
L;
一

I
t
新
影
次
源
流
目
録

巻
子
本

:･:i

寛
文
十
三
年

(
一
六
七
三
)
十
月
十

一
日

(九
月
二
十

一
日
に
延
宝
と
改
元
)
川
村
次
右
衛
門
勝
久
よ
り
浅
利
瀬
兵
衛
あ

て
｡

(:L=1

2
'
新
影
次
源
流
許
状

巻
子
本

延
宝
二
年

(
一
六
七
四
)
九
月
吉
日
'
河
村
次
右
衛
門
勝
久
よ
り
浅
利
瀬
兵
衛
あ
て
｡

伝
系

橘
内
膳
正
家
久
-

青
柳
久
馬
之
介
高
久
-

河
村
次
右
衛
門
勝
久
｡

3
'

一
心
十
刀
流

折
本

寛
政
六
年

(
一
七
九
四
)
正
月
吉
日
'
館
山
喜
八
郎
倫
利
よ
り
永
田
左
十
郎
あ
て
｡

一たHu
仏
1'l徽
門
)

伝
系

庭
遊
軒
可
楽
貞
俊
-

梅
生
軒
可
楽
貞
和
-

添
田
理
兵
衛
貞
吉

-
添
田
定
兵
衛
貞
光
-

兼
平
理
左
衛
門
盛



庸
-

唐
牛
甚
右
衛
門
宣
椅
-

館
山
喜
八
郎
倫
利
｡

4
'

｢
一
心
十
刀
流
尺
十
刀
秘
博
記
｣

冊
子
本

日
付
'
著
者
の
記
載
は
な
い
｡
技
の
解
説
書
｡
最
後
に

｢永
田
蔵
書
印
｣
が
あ
る
｡

5
'

｢
一
貫
流
極
意
之
巻
｣

巻
子
本

寛
文
八
年

(
一
六
六
八
)
十
二
月
吉
辰
｡
伝
系
'
氏
名
の
記
載
は
な
い
｡

6
㌧

一
貫
流
鋤
術

竪
紙

外
題
に

｢
一
貫
流
奥
之
巻
｣
と
あ
る
が
'
前
半
の
一
部
で
'
日
付
'
伝
系
等
の
記
載
は
な
い
｡

7
'
清
浄
霊
剣
之
侍

巻
子
本

宝
永
七
年

(
一
七

一
〇
)
五
月
廿
六
日
'
小
倉
勝
左
衛
門
勝
福
よ
り
鈴
木
吉
良
左
衛
門
あ
て
｡

8
'

一
刀
流
之
侍

巻
子
本

宝
暦
九
年

(
一
七
五
九
)
三
月
十
五
日
'
成
田
保
治
郎
定
経
と
あ
る
が
'
あ
て
名
の
記
載
は
な
い
｡

9
'
流
名
不
詳

(居
合
)

巻
子
本



九
､
弓
術
文
化
十
㌔

(
一
八

二
二
)
七
月
吉
日
'
今
八
郎
治
寛
衆
と
あ
る
が
'
あ
て
名
の
部
分
が
切
れ
て
い
る
｡

上

目
録
外
之
物
百
ケ
候

巻
子
本

元
禄
四
年

(
一
六
九

一
)
三
月
十

一
日
'
石
堂
竹
林
之
家
星
野
勘
左
衛
門
-

太
田
十
右
衛
門
興
親
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ

て
｡

2
'
雪
荷
流
弓
術
之
侍

巻
子
本

享
保
二
年

(
一
七

一
七
)
十
二
月
'
西
館
頂
恵
建
雄
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡

3
'
石
堂
竹
林
流

｢初
勘
之
巻
｣

巻
子
本

宝
暦
二
年

(
一
七
五
二
)
斉
藤
新
五
兵
衛
喜
儒
よ
り
八
木
橋
左
太
夫
あ
て
｡

4
､
題
名
不
詳

巻
子
本

元
禄
七
年

(
一
六
九
四
)
五
月
吉
日
'
斉
藤
角
左
衛
門
よ
り
八
反
田
孫
太
郎
あ
て
｡



十
㌧
そ
の
他
の
武
芸
文
書

I
t

｢
中
輪
流
棒
許
極
意
之
巻
｣

巻
子
本

元
文
三
年

(
一
七
三
八
)
十
二
月
吉
日
へ
田
中
弥
兵
衛
治
賢
と
あ
る
が
'
あ
て
名
の
記
載
は
な
い
｡

2
'
薙
刀

巻
子
本

文
字
な
-
型
を
示
す
人
物
画
の
み
｡
日
付
'
伝
系
等
の
記
載
は
な
い
｡

3
'
兵
法
虎
之
巻日
付
'
伝
系
等
の
記
載
は
な
い
｡

巻
子
本

4
'

｢記
｣

巻
子
本

巻
頭
に

｢
青
森
県
警
察
教
習
所
之
印
｣
が
あ
る
｡
棒
'
太
刀
の
型
を
示
す
人
物
画
が
あ
る
｡

5
'
阿
蘭
陀
流
膏
薬
製
法
術

巻
子
本

享
保
十
四
年

(
一
七
二
九
)
曽
野
玄
養
忠
柴
よ
り
白
取
金
蔵
あ
て
｡



十

｢

書
状

I
t
浅
利
半
左
衛
門
'
浅
利
弥
太
右
衛
門
の
両
名
に
よ
り
浅
利
五
郎
左
衛
門
あ
て
0
(六
月
三
日
)
(浅
利
五
郎
左
衛
門
は
浅
利
伊
兵
衛
の

父
)

2
'
浅
利
五
郎
左
衛
門
忠
重
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
(五
月
十
七
日
)

3
'
浅
利
五
郎
左
衛
門
思
量
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
(五
月
廿
九
日
)

4
'
浅
利
五
郎
左
衛
門
忠
重
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
(九
月
朔
日
)

5
'
浅
利
五
郎
左
衛
門
思
量
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
(九
月
十
六
日
)

6
'
瀧
川
王
水
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
(九
月
二
日
)

7
'
吉
村
留
兵
衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
(七
月
二
目
)

8
'
吉
村
留
兵
衛
よ
り
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
(霜
月
三
日
)



9
'
差
出
人
不
詳
'
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
(六
月
廿
二
目
)

10
㌧
差
出
人
不
詳
'
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
(六
月
十
日
)

11
㌧
差
出
人
不
詳
'
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
(十
二
月
八
目
)

12
㌧
浅
利
伊
兵
衛
よ
り
山
勝
右
衛
門
あ
て
｡
(
六
月
十
六
日
'
控
)

13
㌧
浅
利
伊
兵
衛
よ
り

日
田
長
九
郎
あ
て
｡
(十

一
月
八
日
)

14
㌧
浅
利
勘
太
夫
よ
り
浅
利
万
之
助
あ
て
｡
(

五
月
十
八
日
)

15
､
山
野
十
左
衛
門
よ
り
浅
利
万
之
助
あ
て
｡
(五
月
廿

一
日
)

16
㌧
三
橋
治
左
衛
門
よ
り
浅
利
万
之
助
あ
て
｡
(八
月
廿
九
日
)

17
㌧
浅
利
鉄
蔵
の
父
の
書
状

(控
)
あ
て
名
不
詳
｡



18
､
あ
て
名
は
浅
利
と
判
読
で
き
る
が
名
前
の
部
分
は
切
れ
て
不
明
｡
差
出
人
も
不
明
｡

19
､
津
軽
越
中
守
よ
り
津
軽
左
門
あ
て
｡
(九
月
十
六
日
)

20
､
小
倉
‖
左
衛
門
よ
り
津
軽
越
中
守
あ
て
｡
(二
月
五
日
)

21
'
津
軽
大
蔵
よ
り
津
軽
半
十
郎
あ
て
｡

SS.
浅
利
万
之
助
均
敦
よ
り
工
藤
伝
兵
衛
他
三
名
あ
て
｡
(十
二
月
廿
七
日
)

23
､
書
状

(推
薦
状
)
の
書
き
方
を
示
す
原
稿
｡

24
'
書
状
の
包
紙

浅
利
伊
兵
衛
尉
均
禄
よ
り
小
笠
原
幸
右
衛
門
尉
あ
て
二
枚
｡

25
､
浅
利
伊
兵
衛
あ
て
｡
断
片

26
､
浅
利
寓
之
助
よ
り
軍
勢

(政
)
局
長
あ
て
｡
(覚
)
(四
月
朔
日
)



27
'
浅
利
寓
之
助
よ
り
軍
政
局
御
用
懸
あ
て
｡
(覚
)
(八
月
)

一マ
マ
)

28
'
浅
利
寓
之
助
よ
り
北
蔵
人
あ
て
｡
(六
月
四
日
)

∴
∴
･

29

'
浅
利
寓
之
助
よ
り
岩
主
悦
あ
て
｡
(覚
)
(七
月
七
日
)

ほ
中
痛
い･TJ
二
付
誰
城
川
三
位

30
'
浅

利

寓

之

助

よ

り

'

後
半
切
れ
て
あ
て
名
は
不
詳
｡

31
'
成
田
勘
兵
衛
よ
り
浅
利
万
之
介
あ
て
｡
(六
月
六
日
)

32
'
成
田
勘
兵
衛
よ
り
浅
利
万
之
助
あ
て
｡
(六
月
八
日
)

涜

利
兵
之
肋
門
.郊
教
に
役

33
'
市

川

千

代

介

よ

り

軍
政
局
評
定
方
あ
て
｡
(七
月
)

34
'
教
授
司
よ
り
浅
利
寓
之
助
あ
て
｡
(九
月
十
九
日
)

35
'
武
田
元
之
助
よ
り
浅
利
寓
之
助
あ
て
｡
(七
月
廿
四
日
)



ES
.
武
田

(元
之
助
)
よ
り
浅
利

(寓
之
助
)
あ
て
｡
(九
月
二
目
)

一
番
手

37
'
参

四

郎
よ
り
浅
利
寓
之
助
あ
て
｡
(三
月
廿
三
日
)

一
番
手

38
'
参

四

郎
よ
り
浅
利
寓
之
助
あ
て
｡
(三
月
晦
日
)

39
'
参
四
郎
よ
り
浅
利
寓
之
助
あ
て
｡
(四
月

一
日
)

一
番
手

S
.
輪

重

方
よ
り
浅
利
寓
之
助
あ
て
｡
(四
月
朔
日
)

S
.
三
浦
治
郎
右
衛
門
よ
り
浅
利
寓
之
助
あ
て
｡
(六
月
十
八
日
)

当
番

雪

締

方

よ
り
高
之
助
あ
て
｡
(六
月
八
目
)

9
.
日
=
三
右
衛
門
よ
り
浅
利
万
之
助
あ
て
｡
(七
月
廿
日
)

17

竺

藤
田
清
也
よ
り
浅
利
寓
之
助
あ
て
｡
(八
月
廿

l
日
)

1



118

45
､
覚
､
鍛
冶
町

善
四
郎

(九
月
)

46

､
舌
代
､
伊
東

u
u
よ
り
浅
利
金
五
郎
あ
て
｡
(水
無
月
十
日
)

十
二
㌧
冊
子
本

(諸
記
韓
等
)

1
､
浅
利
寓
之
助

｢
御
用
留
｣

自
筆

(均
汝
)

元
治
二
年

(
一
八
六
五
)
正
月
よ
り

｢
京
都
御
供
付

寓
之
助
心
得
｣

2
､
浅
利
寓
之
助

(均
致
)
｢撰
挙
状
井
履
歴
書
｣

自
筆

3
､
浅
利
鉄
蔵

｢
唐
牛
堅
次
郎
由
緒
書

(控
)
｣

自
筆

4
､

｢
奇
兵
隊
井
大
小
抱
隊
被
仰
付
候

一
件
｣

筆
写
木

慶
応
元
年

(
一
八
六
五
)
七
月
十
二
日
､
相
馬
作
左
衛
門
よ
り
佐
藤
源
太
左
衛
門
あ
て
の
書
を
筆
写
し
た
も
の
｡

5
'

｢
微
行
秘
書

全
｣

筆
写
本

｢
慶
応
四

(
一
八
六
八
)
十

一
月

(九
月
八
日
､
明
治
と
改
元
)
源
均
虞
主
｣
と
あ
る
が
筆
写
本
｡
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6
､

｢津
軽
御
先
祖
記
｣

筆
写
本

7
､

｢古
往
高
徳
集
抜
書
｣

筆
写
本

一叫
汝
)

浅
利
伊
兵
衛
の
関
係
部
分
の
抜
き
書
き
｡
｢あ
さ
り
た
た
む
ね
｣
の
署
名
が
あ
る
｡

8
､
浅
利
伊
兵
衛
抜
書
集

｢古
往
万
徳
集
｣

｢高
照
宮
御
遺
鑑
｣
｢古
老
遠
雷
巻
≡
｣
｢浅
利
万
之
助
由
緒
書
｣
｢奥
不
二
物
語
｣
｢浅
利
伊
丘
番
遺
書
｣

｢貞
享
規
範
録
｣
か
ら
浅
利
伊
兵
衛
に
関
す
る
記
録
の
抜
き
書
き
｡

9
'

｢剣
術
心
法
神
妙
録
｣

筆
写
本

文
化
六
年

(
T
八
〇
九
)
二
月
､
戸
田
茂
太
夫
が
書
き
写
し
た
も
の
｡
原
典
は
､
僧
沢
庵
宗
彰
が
柳
生
宗
矩
に
書
き
与
え

た
と
い
う
『
不
動
智
神
妙
録
≒

10
､

｢軍
用
記

完

｣

筆
写
本

伊
勢
貞
丈
原
著
に
よ
る
同
名
の
書
の
筆
写
本
｡

l
ヽ
1

｢藩
銘
録
.津
全
｣

筆
写
本

(1Cr]り
一

明
治
三
津
年

(
一
八
七
〇
)
初
春
､
阿
左
里
氏
と
の
署
名
が
あ
る
.
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(控
)

12
'

｢
家
督
相
続
後
之
宣
言

細

へ

｣

筆
写
本

大
正
八
年

(
一
九

一
九
)
三
月
'
小
田
桐
友
太
郎
誌
と
の
署
名
が
あ
る
｡
浅
利
大
童
の
妻
ひ
さ
は
小
田
桐
家
の
出
で
あ
る
｡

13

'

｢御
鷹
野
勤
書
｣

｢
老
楓
軒
｣
の
署
名
が
あ
る
｡

筆
写
本

十
三
､
印
章
そ
の
他
の
遺
品

I
t
朱
印

当
田
流
第
五
代

当
田
流
第
八
代

当
田
流
第
十
代

当
田
流
第
十
二
代

富
田
半
兵
衛
吉
正
の
朱
印

一
個

浅
利
寓
之
助
均
費
の
朱
印

一
個

浅
利
寓
之
助
均
豊
の
朱
印

一
個

浅
利
寓
之
助
均
敦
の
朱
印

一
個

2
'
花
押

二
個

3
'
浅
利
伊
兵
衛
均
禄
使
用
と
い
わ
れ
る
小
太
刀

(木
刀
)

長
さ

(全
)
四
三

･
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
'
重
さ
約

一
五
〇
グ
ラ
ム
｡
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柄
の
部
分

〓

丁

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

刃
の
部
分
三

一
･
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

4
'
篠
寵
手

左
右

一
組

肩
の
部
分
に
三

･
二
×
二
･
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
板
十
五
枚
'
上
腕
に
幅
六
･
〇
×
長
さ

一
五
･
〇
セ
ソ
チ
メ
ー
ト

ル
の
鉄
板
三
枚
､
前
腕
に
幅
下
の
部
分
四

･
〇
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
'
上
の
部
分
六

･
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
板
三
枚
'
手

の
甲
第
二
関
節
ま
で
鉄
板
'
他
は
鎖
で
掩

っ
て
い
る
｡
但
し
内
側
は
厚
布

(裏
布
あ
り
)
で
紐
で
し
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
｡
｢安
政
六
己
未
年

(
一
八
五
九
)
八
月
吉
日
'
合
涌
外
ケ
高
砂
繊
ヲ
以

弘
前
住

紀
宗
賢
作
之
｣
と
銘
が
あ
る
｡

あ

と

が

き

昭
和
六
十

一
年
五
月
六
日
か
ら
武
芸
関
係
の
古
文
書
や
諸
記
録

･
遺
品
等

(以
後
こ
れ
ら

一
括
し
て
資
料
と
云
う
)
を
中
心
と
し
て
目

録
カ
ー
ド
を
作
り
'
写
真
に
収
め
な
が
ら
整
理
分
類
を
進
め
て
き
た
｡
そ
の
目
録
カ
ー
ド
も
二
百
十
枚
を
超
え
'
写
真
撮
影
も
千

コ
マ
近

-
な
っ
た
頃
'
漸
-
目
錠
の
作
成
と
そ
の
紹
介
の
目
安
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

資
料
を
解
読
L
t
そ
の
武
芸
史
上
の
意
義
や
内
容
等
に
つ
い
て
の
検
討
と
論
義
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
の
で
'
こ
こ
で
の
詳
し
い
言
及

は
避
け
る
が
'
資
料
を
量
的
に
み
た
場
合
'
最
も
多
か
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
当
田
流
太
刀
･同
流
棒
'
林
崎
新
夢
想
流
居
合
等
武

芸
流
儀
に
関
す
る
資
料
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
は
､
浅
利
伊
兵
衛
均
禄
を
は
じ
め
と
し
て
故
龍
夫
氏
に
至
る
ま
で
同
家
伝
統
の
流
儀
で
あ

っ
た

(L'た
む]
:)

か
ら
で
あ
る
｡
次
に
多
か
っ
た
の
は
'
故
龍
夫
氏
の
曽
祖
父
に
当
る
浅
利
高
之
助

均

致

の

､

藩
士
と
し
て
勤
務
に
関
す
る
資
料
で
あ
っ
た
｡
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こ
れ
ら
の
資
料
の
一
部
は
今
回
の
目
録
に
も
あ
る
が
'
多
-
は
載
せ
な
か
っ
た
｡
武
芸
と
は
直
接
関
係
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
た
か
ら
で

あ
る
｡
し
か
し

｢あ
と
が
き
｣
と
し
て
せ
め
て
こ
の
人
物
の
一
端
な
ど
絃
介
し
て
お
き
た
い
と
思
う
｡

(l八
二

四
一

(
l八
九
一)

寓
之
助
均
致

(文
政

七

年

十

一
月
七
日
-

明
治
二
十

四

年

二

月
十
七
日
)
は
'
幕
末
か
ら
維
新
を
経
て
明
治
に
至
る
'
い
わ
ば
日
本

の
激
動
期
に
､

一
地
方
武
士
と
し
て
そ
の
生
涯
を
送

っ
た
人
物
で
あ
る
｡

同
家
伝
来
の
当
田
流
太
刀
'
林
崎
新
夢
想
流
居
合
の
師
範
は
'
弘
化
元
年

(
一
八
四
四
)
二
十
歳
の
時
か
ら
で
あ

っ
た
が
､
ど
こ
の
小

藩
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
､
師
範
は
道
場
で
子
弟
を
指
導
だ
け
し
て
お
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
｡
(馬
廻
組
二
百
石
)

安
政
四
年

(
一
八
五
七
)
二
月
に
深
浦
奉
行
と
し
て
赴
任
､
当
時
の
深
浦
港
に
出
入
す
る
商
人
相
手
の
様
々
な
資
料
が
多
数
残
っ
て
い
て
､

煩
さ
な
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
｡
こ
れ
ら
の
資
料
は
'
こ
の
目
録

(稿
)
に
載
せ
て
い
な
い
｡
文
久
二
年

(
一
八
六

上
L

≡
)
'
日
本
の
非
常
事
態
は
い
よ
い
よ
急
を
告
げ
る
時
期
で
あ

っ
た
が
､
弘
前
藩
で
も
実
戦
の
た
め
の
武
芸
奨
励
に
の
り
出
し
､
寓
之
助

均
敦
は
青
森
奉
行
を
兼
ね
'
藩
の

｢
武
芸
取
締
り
方
取
扱
い
｣
と
し
て
藩
士
の
鍛
練
に
当

っ
て
い
る
｡
ま
た
'
元
治
二
年

(
一
八
六
五
)

一
月
に
､
藩
主
泉
昭
が
京
都
御
所
南
門
の
警
備
を
受
命
し
た
と
き
'
遠
く
京
都
に
出
張
し
､
約

一
ケ
月
間
の
短
い
期
間
で
は
あ

っ
た
が
奇

兵
隊
頭
と
し
て
活
躍
し
た
｡
(自
筆
に
よ
る
『
御
用
留
』
が
あ
る
)
こ
の
時
も
苦
労
し
た
と
思
わ
れ
る
が
'
最
も
辛
酸
を
な
め
た
の
は

｢戊
辰
｣
に
入
っ
て
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
｡

即
ち
､
明
治
元
年

(
1
八
六
八
)
五
月
'
大
間
越
口
固
め
の
小
隊
長
と
し
て
士
卒
を
引
率
し
て
出
張
'
同
年
八
月
に
は
秋
田
表
へ
､
同

tjリ}

年
九
月
に
は
南
部
表

(野
辺
地
)
へ
と
出
張
し
て
い
る

.ひ

さ
ら
に
､
明
治
二
年

(
一
八
｣ハ
九
)
三
月
に
は
北
海
道
へ
都
谷
森
甚
弥
大
隊
の

小
隊
長
と
し
て
出
征
'
と
く
に
同
年
四
月
二
十
四
日
の
函
館
二
股
で
の
戦
斗

(函
館
戦
争
)
で
は
､
自
分
の
小
隊
か
ら
四
名
の
負
傷
者
を

出
す
と
い
う
激
戦
を
経
験
し
た
｡
(
こ
の
時
の
戦
況
は
自
筆
の
『
撰
挙
状
井
履
歴
書
』
の
後
半
に
詳
し
い
｡
)
当
時
の
自
筆
の
一
節
に
い
わ

く

｢此
ノ
時
賊
墓
場
ヨ
リ
援
砲
ス
ル
コ
ト
実

二
弾
丸
飛
シ
テ
雨
ノ
如
シ
｡
討
合
ヒ
既

三

昼
夜

二
及
ビ
'
隊
中
弾
薬
正
二
尽
果
ン
ト
ス
｡
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(松
刑溜
〕

時

二
大
斥
候
坂
本
友
弥
駈
来
リ
テ
隊
ヲ
助
ケ
テ
弾
薬
ヲ
遵
プ
｡
凡
ソ
此
ノ
時
ノ
発
弾
六
千
六
百
発
余
､
午
後
六
時

二
及
ヒ
､
福
山
氏
藩
兵

卜
代
戦

-
以
下
略
｣｡
同
年
五
月
二
十
七
日
'
無
事
弘
前
に
帰

っ
て
い
る
｡
こ
の
期
間
の
連
絡
用
と
思
わ
れ
る
紙
片
が
数
多
-
残

っ
て

い
る
が

､
こ
れ
を
武
芸
文
書
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
か
ど
う
か
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
同
年
十
二
月
二
十
五
日
へ
と
-
に
二
股
で
の
戦
斗

の
功
績
に
対
す
る
褒
賞
と
し
て
金
五
十
円
が
贈
ら
れ
て
い
る
｡

浅
利
家
で
は
'
伊
兵
衛
均
禄
以
来
､
文
書
の
伝
系
に
よ
れ
ば
高
之
助
均
費

(均
定
と
も
)
､
清
蔵
均
緒
'
高
之
助
均
豊
'
清
蔵
均
繁
､

弘前市西茂森町,龍負山京徳寺,昭和59年11月1日撮影｡
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月
､
弘
前
藩
軍
務
局
監
察
を
勤
め
た
が
'
同
年
十

一
月
に
は
旧
藩
主
東
昭
の
命
に
よ
っ
て
家
扶
と
な
り
高
照
神
社
の
宮
番
を
し
て
い
る
｡

こ
れ
は
東
昭
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
か
ら
と
思
う
｡
ま
た
岩
木
山
神
社
に
も
出
仕

(神
官
'
明
治
十
五
年
<

一
八
八
二
>
)
し
て
い
る
が
'
当

時
の
仕
事
ぶ
り
を
示
す
数
通
の

｢祝
詞
｣
類
が
残

っ
て
い
る
｡
明
治
二
十
四
年

一
月
二
十
八
日
遂
に
病
に
倒
れ
'
看
病
も
空
し
く

親
族
'

門
弟
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
､
二
月
十
七
日
朝
､
六
十
八
歳
の
生
涯
を
終
え
る
｡

師
を
慕
う
門
弟
た
ち
は
､
墓
を
建
設
す
べ
-
募
金
運
動
を
L
t
出
来
上
っ
た
の
が
弘
前
市
京
徳
寺
の

｢
明
治
二
十
四
年
二
月
十
七
日
､

写
cB

注
仙

浅
利
先
生
墓
｣
で
あ
る
｡
募
金
運
動
し
た
際
の

｢建
碑
義
金
差
出
侯
人
名
'
礼
状
｣
の

｢覚
書

(控
)
｣
が
残
っ
て
い
る

｡

こ
れ
に
よ
れ

ば
参
加
者
は
二
十
八
名
､
金
額
は

｢
拾
壱
円
七
拾
銭
｣
で
あ

っ
た
｡
発
起
人
は

｢佐
田
大
之
壷
､
千
葉
胤
任
､
乳
井
和
助
'
伊
藤
祐
勝
｣

の
四
名
で
､
｢
礼
状
｣
は
浅
利
八
郎
及
び
こ
の
四
名
の
名
で
書
か
れ
て
い
る
｡

以
上
､
寓
之
助
均
敦
に
か
か
わ
る
多
-
の
資
料
を

｢
目
錠

(稿
)
｣
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
'
こ
こ
に
生
き
ざ
ま
の

一

端
を
記
し
て

｢あ
と
が
き
｣
と
す
る
次
第
で
あ
る
｡

注

3
弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
の
『
弘
前
藩
庁
日
記
』
文
久
二
年
二
月
二
十
四
日
の
記
録
参
照
.
ま
た
同
所
蔵
の
『
御
自
筆
之
写
』
(tdu
I
謝
-
3
)

が
あ
る
.
要
は
'
と
か
-
武
芸
稽
古
は
流
儀
に
こ
だ
わ
る
傾
向
が
強
い
が

｢
家
中
之
面
々
流
儀
に
不
拘
面
仕
合
稽
古
費
侯
様
｣
と
あ
る
よ
う
に
'

こ
だ
わ
り
を
取
-
除
き
'
実
戦
に
役
立
つ
武
芸
稽
古
の
奨
励
で
あ
る
｡

榊､
伺
当
時
の
藩
円
の
事
情
及
び
奥
羽
各
藩
の
事
情
や
動
向
に
つ
い
て
は
'
『
弘
前
市
史

･
藩
政
編
』
(弘
前
市
史
編
纂
委
員
会
編
'
昭
四
八

▲

〓

'
名
著
出
版
)
の

｢
奥
羽
列
藩
同
盟
と
藩
論
｣
｢
東
館
戦
争
｣
の
項

(
八
二
五
I
八
三
四
貢
)
に
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
.

糾
｢
建
碑
義
金
差
出
侯
人
名
｣

昔

金
壱
円

佐
田
大
之
丈

〃
弐
拾
銭

竹
内

久
弥

〃
拾
銭

榊

友
三
郎
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金
拾
銭

〃
五
拾
鉄

〃

壱
円

〃
壱
円

〃
五
拾
銃

〃
ニ
ー拾
銭

黒
森

建
幹

石
岡

兵
司

乳
井

和
助

石
岡
久
之
進

伊
藤

祐
勝

神

源
治

〃
弐
拾
銭

山
形
典
五
郎

品

嘩

氏
品

…
吉

〃

弐
円

板
長
尾

〃

三
拾
銭

成
田

〃
三
拾
銭

成
田

〃
五
拾
銭

津
軽

〃

弐
拾
銭

堤
藤
喜
- 網 裕 博 義
郎 壁 好 作 遵

〃

弐
拾
銭

今

楯
九
郎

〃
拾
銭

奈
良

忠
作

〃
三
拾
銭

小
山
内
久
蔵

蒜

閣

氏
至
三
上

正
窮

〃
金

拾

戒

太
田
辰
之
丈

〃

五
拾
銭

石
岡

八
郎

〃
弐
拾
銭

相
馬
貫
之
進

〃

五
拾
銭

高
海
道
之
進

〃

弐
拾
銭

石
岡

酉
蔵

〃

壱
円

千
葉

胤
任

〆

拾
壱
円
七
拾
銭

人
名

二
十
八
名

写真(3) ｢建碑義金差出侯人名｣及び ｢礼状｣控
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扱
者
御

同
志
御
中
入
り
せ

(被

)

拝
啓

今

回

先
人

寓

之

助
之
墓
碑
御
建
設

ヒ

成

下
相
趣
家
元
よ
り
通
知
有
之
侯

先
人
之
光
柴
申
斗
リ
無
之
侯

(と
り
あ
え
ず
〕

御
厚
志
之
程
奉
感
謝
侯

右
御
薩
申
上
皮

不

取

敢

略

筆
仕
侯

拝
具

八
月

日

(当
時
警
察官
と

し
て
七戸
賢
察
暑
いl勤
務
)

在

住

地

浅

利

八

郎

右

一
同
へ
穂
状

拝
啓

残
暑
為
入
之
難
堪
侯
虞

各
位
倍
御
情
光
被
為
在
奉
恭
賀
侯

陳
老
先
人
寓
之
助
之
墓
碑
御
建
設
之
御
発

(披
)

現
ヒ
下

同
志
御
礼
合
之
上
今
回
御
建
設
ヒ
成
下
侯
趣

委
細
家
元
ヨ
リ
報
知
有
之
侯

先
人
之
光
梁
此
上
モ
無
之

此節
柄

侯

御

一
同
之
御
厚
志
感
謝
之
至
二
御
座
候

別
而

御

発
現
大
人
方
之
御
配
慮
膏
ナ
ラ
サ
ル
儀
卜
深
ク
奉
拝
謝
侯

(とり
あ

え
す
)

不

取

敢

右

御
薩
中
上
度
略
筆
仕
り

書
翰

U
=
光
侯

八
月

日

早
卒
頓
首

(大
之
壷
)

(胤任
)
(和
助
)

(祐
膳
)

佐
田

千
葉

乳
井

伊
藤

連
名

ニ
テ

※

金
弐
円
と
い
う
多
額
の
寄
附
を
し
た
長
尾
義
連
は
'
初
代
菊
池
九
部
に
次
い
で
二
代
目
弘
前
市
長
で
あ
っ
た
Q

『
弘
前
市
史

明
治

･
大
正

･
昭
和
編
』
(昭
四
八
･
二

'
名
著
出
版
)
三

〇
頁
｡
『
青
森
県
人
名
大
事
典
』

(昭
四
四

･
四
･JT悔

奥
日
報
社
)
四
四
七
頁
参
照
｡
浅
利
家
を
通
し
て
発
起
人
と
長
尾
義
連
と
は
関
係
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
｡
ま
た
'
こ
の
写
真
の
資
料
に

｢
浅
利
家
古
書
三
拾
号
｣
と
あ
る
よ
う
に
'
浅
利
家
古
文
書
と

し
て
整
理
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
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一

弘

∴
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甘
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啓
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暮

せ
号

V

描

軍

絹

張

叩
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怨

勤

服

毒

写真(4) ｢記,-,浅利家古書三拾号,右者御預 り中上侯以上,

明治廿五年九月廿二日,千葉胤任,伊藤祐勝,佐田大之壷,

長尾義連様｣




